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令和 3 年 3 月

令和 3 年度 令和 12

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千m3／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

＜料金表＞

　・資産維持費については、料金算定対象に含まれていない。

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）
現 在 給 水 人 口 94,754

有 収 水 量 密 度 368

高砂市水道事業経営戦略

団 体 名 ： 　 高砂市

事 業 名 ：  　高砂市水道事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～ 年度

事業の現況

供 用 開 始 年 月 日 大正13（西暦1924）　年　1　月　1　日 計 画 給 水 人 口 120,000

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 数
浄水場設置数 1

管 路 延 長 456.53

千ｍ配水池設置数 1

施 設 能 力 88,000 m3／日 施 設 利 用 率 37.42

　料金体系の概要・考え方

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

平成　16　年　1　月　1　日

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

10m
3
を超え30m

3
まで 80円

30m
3
を超え100m

3
まで 110円

100m
3
を超える分 155円

10m3を超え30m3まで 130円

30m3を超え80m3まで 135円

80m3を超え300m3まで 185円

300m3を超える分 225円

公衆浴場用 200m
3
まで 8,700円 200m

3
を超える分 80円

1m
3
まで 480円 1m

3
を超える分 480円

10m
3
まで 7,800円 10m

3
を超える分 400円

※上記料金に消費税を加算

臨時用水

基本料金
（1ヶ月につき）

超過料金

（使用水量1m
3
につき）

10m
3
まで

10m3まで

530円

870円

家事用水

用途区分

営業用
営業用水

船舶用水
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④ 組　織

　＜令和2年度上下水道部組織図＞ 　　＜水道事業に従事する職員数＞

（２）

①投資に関する事項

②財源に関する事項

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

これまでの主な経営健全化の取組

　民間の資金・ノウハウ等の活用
　（包括的民間委託の導入等）

・平成23年度から米田水源地の運転管理及び料金収納・検針の委託を個別に実施している。
・平成30年度に電力自由化に伴い入札方式に変更したことにより、動力費の削減を実施している。
　　63,776,854（平成29年度）→44,411,029円（令和元年度）
　　削減費用19,365,825円　平成29年度比30.4％の減

　施設・設備の廃止・統合
　（ダウンサイジング）

・浄水場施設については、米田水源地に限定されるため、統廃合は行わない。
  ただし、米田水源地浄水施設のダウンサイジングを検討した。
・送水管更新基本設計にて、送水管のダウンサイジング及びルート統合を計画した。

　施設・設備の長寿命化等の投資の
　平準化

　施設・設備の改築については、目標耐用年数を設定し、優先順位を考慮している。

　広域連携
　「兵庫県水道事業のあり方懇話会」の提言を受け、地域別協議会（東播磨ブロック）の5市2町（明石
市、加古川市、高砂市、三木市、小野市、播磨町、稲美町）で広域連携について検討中である。

　料金
　給水停止を実施することにより水道料金の回収強化に努め、またコンビニ払いや口座振替払い等、
多様な納付方法に努めている。

　企業債 　企業債の発行を抑制し、企業債残高の減少に努めている。

　繰入金 　一般会計から地方公営企業繰出金の基準に基づき繰り入れを行っている。

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

給水人口の予測

　給水人口は行政人口と加古川市米田町地域人口を合わせたものである。
　行政人口の予測方法としては、平成30年3月に公表に公表された「国立社会保障・人口問題研究所」による低位予測と平成27年9月に公表さ
れた「高砂市人口ビジョン」による高位予測がある。
　加古川市米田町地域人口の予測方法としては、　平成27年（2015年）人口実績を基に「国立社会保障・人口問題研究所」による加古川市の人
口減少率を乗じて、将来人口を予測している。
　給水人口の予測は、財政計画においては、適正な料金収入となるように経営の安定を考慮して「国立社会保障・人口問題研究所」による低位
予測を使用し、施設整備計画においては、施設の能力不足とならないように給水の安定を考慮した「高砂市人口ビジョン」による高位予測を使
用する。
　計画期間の最終年度である令和12年度において、給水人口は財政計画に使用する低位予測では83,499人、施設整備計画に使用する高位
予測では92,152人を見込んでいる。
　また、50年先の令和50年度においては、財政計画に使用する低位予測では50,899人、施設整備計画に使用する高位予測では79,451人を見
込んでいる。

水需要の予測

　有収水量は、「生活用」と「業務・営業用」と「その他（公衆浴場用、船舶用、臨時用）」の用途別に水需要を予測し、それらの合計とする。

　計画期間の最終年度である令和12年度において、有収水量は財政計画に使用する低位予測で26,418m3/日、施設整備計画に使用する高位

予測では28,608m
3
/日を見込んでいる。

　また、50年先の令和50年度においては、財政計画に使用する低位予測では17,759m
3
/日、施設整備計画に使用する高位予測では24,754m

3
/

日を見込んでいる。
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（３）

（４）

３．経営の基本方針

料金収入の見通し

　料金収入は、「生活用」と「業務・営業用」と「その他（公衆浴場用、船舶用、臨時用）」の水需要により予測した有収水量に供給単価を乗じて算
出する。
　計画期間の最終年度である令和12年度において、現行の料金体系では950,414千円、50年先の令和50年度においては638,866千円を見込ん
でいる。

組織の見通し

　平成28年度に水道事業所と下水道部を統合して上下水道部を発足し、水道・工業用水道・下水道の管理部門を統合した。また、令和2年度に
技術部門（管きょ）を統合した。
　今後の組織については、現行の職員数を維持することを想定し、水道・工業用水道・下水道の技術部門（機械・電気・化学）の統合を進めるこ
とを検討し、職員の技術向上を図っていく。

①施設整備：安全・安心な水の供給
  ［送・配水管］
　 ・送水管について、更新計画に基づき、更新に合わせて、耐震化率の向上を図る。
　 ・配水管について、同様に更新に合わせて、耐震化率の向上を図る。
  ［浄水施設］
　 ・浄水施設（沈殿池・ろ過池）について、再構築計画に基づき、再構築に合わせて、耐震化率の向上を図る。
　 ・貯留施設（調整池全6池）について、耐震化済である。
②施設規模の適正化
  　・給水量の減少に伴い、更新にあたっては、ダウンサイジングによる合理化・効率化を図る。
③投資の平準化
  　・施設・設備の改築について、目標耐用年数を設定し、優先順位及び経営への影響を考慮した事業費の平準化を図る。
④民間活用の拡大
 　 ・現在実施している個別委託業務の包括化や施設整備における官民連携の導入について検討する。
⑤水道事業の持続可能な健全運営
 　 ・安定した事業経営のため自己資金確保、将来世代への負担軽減を考慮した企業債残高の抑制に配慮する。
 　 ・水道法に基づく適正な負担水準の設定を検討する。
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画）　：　 「別　紙　の　と　お　り」

◇水道事業経営に係る課題

・人口減少や節水機器による水道料金収入の減少

・水道施設の老朽化の進行

 

 R1 年度 R5 年度 R7 年度 
R12 年度 

（10 年後） 

R30 年度 

（約 30 年後） 

R50 年度 

（約 50 年後） 
備考 

当年度 

純利益 

（千円） 

110,535 34,323 △41,030 △185,965 △301,535 △449,775 
R7 年度に赤字

発生 

当年度末 

内部留保資金 

（千円） 

910,953 △489,896 △1,438,821 △3,914,382 △16,345,571 △30,693,517 
R5 年度に赤字

発生 

 

 R1 年度 R5 年度 R7 年度 
R12 年度 

（10 年後） 

R30 年度 

（約 30 年後） 

R50 年度 

（約 50 年後） 
備考 

当年度 

純利益 

（千円） 

110,535 351,510 269,888 119,070 △1,499 △215,469 
R20 に赤字発生

（△1,781） 

当年度末 

内部留保資金 

（千円） 

910,953 175,010 400,127 165,936 △6,734,491 △15,309,433 
R13 に赤字発生

（△14,114） 

◇投資・財政計画の当初試算結果

計画期間（令和3年度～令和12年度）内において、令和7年度に収支ギャップ（赤字）が生じる。

また、令和5年度に当年度末内部留保資金が赤字となる。

◇投資・財政計画の見直し後の試算結果

計画期間（令和3年度～令和12年度）内において、収支ギャップ及び当年度末内部留保資金の赤字は解消される。

◇投資の合理化及び料金水準の適正化

・投資事業の優先順位の見直し

・起債充当率の見直し

・令和5年度に水道料金を30％の引き上げ

・水道事業の持続可能な健全経営

・安全・安心な水の供給
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（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標

　安全・安心な水を安定的に供給することを目的として、効率的に施設整備を実施する。
　（投資にあたっての設定値）
　　○米田水源地の沈殿池・ろ過池の耐震化率
　　　　米田水源地の沈殿池・ろ過池の耐震化率（0％：令和元年度）⇒（100％：令和9年度）
　　○米田水源地のダウンサイジング
　　　　計画浄水量（既設：83,000m3/日：昭和57年度）⇒（再構築：36,200m3/日：令和9年度）
        　※計画浄水量は兵庫県水道用水の受水量を除いた数値
　　○管路耐震化率
　　　　基幹管路（送水管）の耐震化率（2.5％：令和元年度）⇒（15％：令和12年度）

［計画期間（令和3年度～令和12年度）内に実施する主要な事業］
　　米田水源地浄水施設再構築事業 ： 4,990百万円（令和6年度～令和9年度）
　　米田水源地調整池改修事業 ： 674百万円（令和3年度～令和12年度）
　　米田水源地設備更新事業 ： 838百万円（令和3年度～令和12年度）
　　送水管更新事業 ： 2,130百万円（令和3年度～令和12年度）
　　配水管更新事業 ： 1,730百万円（令和3年度～令和12年度）
　　鉛給水管更新事業 ： 500百万円（令和3年度～令和12年度）

［目標を反映した取組内容］
　　○米田水源地浄水施設再構築・・・経済性、給水安全性、耐震性の評価
　　　　　効果額 ： 約１0億円（令和6年度～令和9年度）
　　　　　主な理由 ： 既存建物の耐震化ではなく、ダウンサイジングした建物の更新としたことによる
　　○送水管更新・・・経済性、施工性、耐震性の評価
　　　　　効果額 ： 約3億円（令和3年度～令和12年度）（※令和3年度～令和52年度では約40億円の効果）
　　　　　主な理由 ：送水管のルート変更及び管路のダウンサイジングによる
　　〇優先順位の見直しと投資の平準化
　　○目標耐用年数を考慮した施設の更新
　　　　　更新基準となる「目標耐用年数」を設定することにより、費用の抑制を図った。

②　収支計画のうち財源についての説明

目 標

　安全・安心な水を安定的に供給することを目的として、長期的財源を確保する。
　基本的に損益勘定留保資金（減価償却費等）で投資財源を賄うが、「世代間の公平性」を図るために企業債を
活用する。

［財源の考え方］
　料　 金 ： 令和5年度に30％の引き上げを設定する。
　企業債 ： 長期的に企業債の発行を抑制し、企業債残高の減少に努める。
　繰入金 ： 地方公営企業繰出金の基準内で一般会計から繰入を行う。
　国庫補助金 ： 国庫補助金の積極的な確保に努める。
  寄付金 ： 令和4年度以降は計上しない。
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

・P・D・C・Aサイクルを活用した見直しを3～5年以内に実施する。
・今後の見直しにおいて検討予定の取組
　　収支ギャップの解消に向けて、以下の取組を検討する。
　1)投資について
　　・事業実施に係る優先順位のさらなる徹底
　　・経営への影響を考慮した事業費のさらなる平準化
　2)財源について
　　・料金改定の検討
　　・国庫補助金のさらなる積極的な活用
　3)その他
　　・個別委託業務の包括化の導入検討

［令和5年度に30％の引き上げた場合の料金収入の見通し］
  料金収入は、「生活用」と「業務・営業用」と「その他（公衆浴場用、船舶用、臨時用）」の水需要により予測した有収水量に供給単価を乗じて算
出する。
　計画期間の最終年度である令和12年度において、有収水量は現行の料金体系では950,414千円、令和5年度に料金を30％引き上げた場合
では1,235,538千円を見込んでいる。
  また、50年先の令和50年度においては、現行の料金体系では638,866千円、令和5年度に料金を30％引き上げた場合では830,526千円を見込
んでいる。

　人件費 ： 過去5年間（平成27年度～令和元年度）の平均値で一定とした。
　動力費 ： 過去5年間（平成27年度～令和元年度）の平均値で一定とした。
　修繕費 ： 過去5年間（平成27年度～令和元年度）の平均値で一定とした。
　薬品費 ： 過去5年間（平成27年度～令和元年度）の最大値で一定とした。

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

1,700,000

H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6 R8 R10 R12 R14 R16 R18 R20 R22 R24 R26 R28 R30 R32 R34 R36 R38 R40 R42 R44 R46 R48 R50

料
金
収
入(

千
円)

年度

実 績

現行料金

R5年度30％引き上げ

R1 1,060,280千円

R50 638,866千円

R50 830,526千円

R12 950,414千円

R12 1,235,538千円

計
画
期
間
最
終
年
度

R12
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様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度

区　　　　　　分

１． (A) 1,256,231 1,280,333 1,286,872 1,190,295 1,120,167 1,037,579 1,087,788 1,080,199 1,377,851 1,364,525 1,350,559 1,339,797 1,328,265 1,314,043 1,299,308 1,288,545
(1) 1,192,460 1,245,659 1,169,701 1,128,546 1,060,280 940,000 1,034,781 1,027,192 1,324,844 1,311,518 1,297,552 1,286,790 1,275,258 1,261,036 1,246,301 1,235,538
(2) (B) 62,202 33,491 73,800 23,001 19,672 54,572 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000
(3) 1,569 1,184 43,371 38,748 40,216 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007

２． 312,894 314,936 271,203 303,141 287,128 290,568 281,701 284,301 284,379 269,412 270,106 281,264 321,023 362,418 368,820 376,586
(1) 6,890 896 999 1,010 990 6,630 973 973 973 973 973 973 973 973 973 973

6,890 896 999 1,010 990 6,630 973 973 973 973 973 973 973 973 973 973

(2) 219,091 223,435 229,116 253,841 238,256 235,454 235,107 237,707 237,785 222,818 223,512 234,670 274,429 315,824 322,226 329,992
(3) 86,912 90,605 41,088 48,290 47,882 48,484 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621 45,621

(C) 1,569,124 1,595,270 1,558,074 1,493,436 1,407,295 1,328,147 1,369,489 1,364,500 1,662,230 1,633,937 1,620,665 1,621,061 1,649,288 1,676,461 1,668,128 1,665,131
１． 1,295,198 1,261,247 1,258,545 1,246,255 1,194,657 1,290,135 1,230,327 1,258,581 1,246,217 1,252,650 1,281,390 1,337,288 1,425,186 1,415,478 1,429,399 1,443,285
(1) 161,924 145,357 152,747 143,223 138,183 125,149 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620 118,620

79,389 73,467 77,633 73,176 70,617 60,063 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496 60,496

82,535 71,890 75,114 70,048 67,566 65,086 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124 58,124
(2) 572,174 592,861 602,230 601,145 544,954 648,703 596,185 618,737 606,201 645,451 672,668 704,099 704,816 604,338 604,219 601,075

66,470 60,262 63,777 54,652 44,411 56,019 52,853 52,414 51,956 51,388 50,792 50,325 49,826 49,226 48,603 48,140
50,054 40,612 97,711 47,464 43,681 53,136 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905 55,905

531 1,219 1,473 1,293 826 1,546 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068 1,068
455,119 490,768 439,270 497,736 456,036 538,002 486,359 509,350 497,272 537,090 564,903 596,801 598,017 498,139 498,643 495,962

(3) 561,100 523,029 503,568 501,887 511,520 516,283 515,522 521,224 521,397 488,579 490,102 514,569 601,750 692,520 706,560 723,590
２． 140,145 129,243 131,574 115,591 102,058 87,557 77,332 70,129 63,501 62,536 68,386 75,330 86,170 97,635 97,921 101,774
(1) 131,407 122,562 113,739 104,481 94,702 77,213 66,988 59,785 53,157 52,192 58,042 64,986 75,826 87,291 87,577 91,430
(2) 8,738 6,680 17,835 11,110 7,356 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344 10,344

(D) 1,435,343 1,390,490 1,390,120 1,361,847 1,296,715 1,377,692 1,307,659 1,328,710 1,309,718 1,315,186 1,349,775 1,412,618 1,511,356 1,513,112 1,527,320 1,545,059
(E) 133,782 204,780 167,955 131,589 110,580 △ 49,545 61,830 35,790 352,512 318,751 270,890 208,443 137,932 163,349 140,808 120,072
(F) 1,452 2
(G) 54 2,852 298 225 46 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 1,002
(H) △ 54 △ 2,852 △ 298 1,227 △ 46 △ 1,000 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002 △ 1,002

133,728 201,928 167,657 132,816 110,535 △ 50,545 60,828 34,788 351,510 317,749 269,888 207,441 136,930 162,347 139,806 119,070
(I) 910,882 1,112,811 1,280,468 1,413,284 1,523,818 1,473,273 1,534,102 1,568,890 1,920,399 2,238,149 2,508,036 2,715,477 2,852,407 3,014,753 3,154,560 3,273,629
(J) 1,600,742 1,657,935 1,599,265 1,436,233 1,532,637 1,407,416 1,460,187 1,367,537 1,757,935 2,089,097 2,408,820 2,685,487 2,942,288 3,014,608 3,063,549 3,120,713

154,130 146,910 180,512 102,458 112,906 126,667 131,417 123,078 158,214 188,019 216,794 241,694 264,806 271,315 275,719 280,864
(K) 809,300 779,554 799,339 649,241 784,928 761,869 795,313 804,235 739,361 706,015 667,430 641,227 621,304 586,626 602,594 600,138

399,370 397,006 405,872 377,484 392,715 392,716 409,955 414,554 381,114 363,925 344,036 330,529 320,260 302,385 310,616 309,349

217,910 214,319 301,108 184,874 292,791 236,179 246,547 249,313 229,202 218,865 206,903 198,780 192,604 181,854 186,804 186,043
( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 1,194,029 1,246,843 1,213,071 1,167,294 1,100,496 983,007 1,077,788 1,070,199 1,367,851 1,354,525 1,340,559 1,329,797 1,318,265 1,304,043 1,289,308 1,278,545

(N)

(O)

(P)

平成30年度
（決算）

令和元年度
（決算）

令和3年度
令和2年度
（本年度）

平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算）

平成29年度
（決算）

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

245

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

147 140 165 187 20476 89 106

う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ） 256150 142121 138 231216

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

(F)-(G)

収

益

的

収

支

収

益

的

収

入

材 料 費

職 員 給 与 費
基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費

そ の 他

営 業 収 益

収 入 計
そ の 他

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

令和8年度 令和9年度 令和11年度 令和12年度令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和10年度

う ち 建 設 改 良 費 分

営 業 費 用

流 動 負 債

動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

支 出 計

収

益

的

支

出

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

経 常 損 益 (C)-(D)
特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益
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様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度

区　　　　　分

１． 249,000 206,000 191,000 61,000 175,000 200,000 260,200 262,360 650,590 1,244,400 1,248,225 1,586,950 1,606,075 448,400 459,200 421,400

２．

３．

４．

５．

６． 6,254 50,000

７．

８． 73,202 75,148 243,041 149,288 96,702 319,715 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

９． 75,180 75,180 75,180 75,180 75,180 75,180 75,180

(A) 397,382 356,328 509,221 285,468 346,882 601,149 405,380 282,360 670,590 1,264,400 1,268,225 1,606,950 1,626,075 468,400 479,200 441,400

(B)

(C) 397,382 356,328 509,221 285,468 346,882 601,149 405,380 282,360 670,590 1,264,400 1,268,225 1,606,950 1,626,075 468,400 479,200 441,400

１． 522,553 380,063 461,094 258,880 334,218 595,297 567,000 570,600 835,400 1,534,000 1,538,500 1,937,000 1,959,500 893,000 911,000 848,000

16,328 15,792 16,179 12,596 16,054 16,349 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390 15,390

２． 394,347 399,370 397,006 405,872 377,484 392,716 409,955 414,554 381,114 363,925 344,036 330,529 320,260 302,385 310,616 309,349

３．

４．

５． 66,547 68,316 220,946 135,716 87,911 290,650 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182 18,182

(D) 983,447 847,750 1,079,046 800,468 799,613 1,278,663 995,137 1,003,336 1,234,696 1,916,107 1,900,718 2,285,711 2,297,942 1,213,567 1,239,798 1,175,531

(E) 586,065 491,422 569,825 515,000 452,731 677,514 589,757 720,976 564,106 651,707 632,493 678,761 671,867 745,167 760,598 734,131

１． 490,129 551,608 457,805 452,002 402,119 258,515 361,123 338,329 665,738 654,631 635,618 618,540 596,351 571,962 557,780 544,790

２．

３．

４． 30,639 19,931 26,021 11,761 20,167 57,599 34,858 40,684 59,564 109,374 109,695 138,108 139,712 63,671 64,954 60,462

(F) 520,768 571,539 483,826 463,763 422,287 316,114 395,981 379,013 725,302 764,005 745,313 756,648 736,063 635,633 622,734 605,252

65,297 △ 80,117 85,998 51,237 30,445 361,400 193,776 341,963 △ 161,196 △ 112,298 △ 112,820 △ 77,887 △ 64,197 109,533 137,863 128,879

998,515 1,078,632 992,634 941,397 910,953 549,553 355,777 13,814 175,010 287,308 400,127 478,014 542,211 432,678 294,814 165,936

(G)

(H) 5,926,536 5,733,166 5,527,159 5,182,287 4,979,803 4,787,087 4,637,332 4,485,138 4,754,614 5,635,089 6,539,278 7,795,699 9,081,514 9,227,530 9,376,114 9,488,165

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度

区　　　　　分

6,890 896 999 1,010 990 6,630 973 973 973 973 973 973 973 973 973 973

6,890 896 999 1,010 990 6,630 973 973 973 973 973 973 973 973 973 973

6,890 896 999 1,010 990 6,630 973 973 973 973 973 973 973 973 973 973

平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算）

平成29年度
（決算）

平成30年度
（決算）

令和元年度
（決算）

令和6年度 令和7年度 令和8年度令和4年度
令和2年度
（本年度）

令和3年度

資

本

的

収

支

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

資 本 的 収 支 分

令和5年度

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

当 年 度 末 内 部 留 保 資 金

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

平成27年度
（決算）

平成28年度
（決算）

平成29年度
（決算）

平成30年度
（決算）

固 定 資 産 売 却 代 金

計

そ の 他

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

工 事 負 担 金

令和4年度
令和2年度
（本年度）

令和3年度
令和元年度

（決算）

令和12年度令和9年度

令和9年度 令和12年度令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和10年度 令和11年度

令和10年度 令和11年度

 10


